
“専門職だからこそ知っておきたい”
家庭・地域でできる防災対策

周南市役所

防災危機管理課







本日の内容

1 災害の基礎知識

2 個人や家族でできる備え

3 避難情報と避難所



1 災害の基礎知識



気候の変化（温暖化）

 気温が1℃上がると、空気が含むことのできる
最大の水蒸気量（飽和水蒸気量）が約7%増加

 空気中にためられる水の量が増えるため、
雨の降る日が減少する一方、大雨が増加

鹿威しに例えると、竹筒が太くなって、溜まる量が増えて

（傾く回数が減る）、傾いたときには大量の水が出てくる。

近年雨の降り方が激しくなっているといわれるのはなぜ？



洪水とは
はんらん

洪水とは、大雨などによって河川の増水や氾濫、または、側溝・排水路などが雨を処理しきれ

ず陸地にあふれだすことです。
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○周南市における、巨大地震による被害想定

（平成26.3.27 山口県発表）

 ・人的被害

 死者：49人 負傷者：4人

 ・建物被害

 全壊棟数：１２８棟 半壊棟数：２，２８６棟

 ・生活支障

 避難者：１８，１２０人

津波からの早期避難や、平時からの耐震・家具転倒防止等の
対策を取ることにより、死者をゼロにすることは可能。

※「山口県地震・津波防災対策検討委員会」のコメント

ただし









2 個人や家族でできる備え
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3 避難情報と避難所













▶避難する場所・施設

①市指定避難所（主に市民センター）

②在宅避難・・・自宅が安全な場所で無事な場合

③縁故避難・・・安全な地域に住んでいる親戚や知人宅

④車中泊、テント泊・・・安全な場所に停車（テント設営）

※エンジンは止める。エコノミークラス症候群に注意





補足：避難行動要支援者

個別避難計画





■計画様式



支援体制
⑴ 市
【防災部門】防災危機管理課
【福祉部門】地域福祉課・高齢者支援課・障害者支援課

⑵ 自主防災組織

⑶ 地区住民（避難支援者）

⑷ 関係機関
福祉専門職
民生委員児童委員協議会
社会福祉協議会



参考資料



https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/9/41554.html https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/9/60718.html



https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/leaflet.html



ご静聴ありがとうございました


